
(57)【要約】

【課題】振動子の数に比べ送信器の数を少なくして低コ

スト化を図るとともに、振動子と送信器を結合する結合

ケーブルの信号線数も少なくすることで、結合ケーブル

を細くしその柔軟性を向上させた超音波送波器を提供す

る。

【解決手段】２次元状に配列された振動子１～１６と、

振動子と同一の探触子ケース１８に収納され、振動子に

供給される送信信号の経路を切り替えるスイッチ１７と

、送信信号を供給する送信器２１～２８と、送信器と同

一の本体３０に収納され、スイッチおよび送信器を制御

する制御部２９と、探触子ケースと本体とを結合する結

合ケーブル１９とが設けられ、制御部は、少なくとも１

つの送信器からの送信信号が複数の振動子に供給される

ように、スイッチを切り替える遅延時間および送信器か

ら出力される送信信号の遅延時間を制御する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
２ 次 元 状 に 配 列 さ れ た Ｎ 個 の 振 動 子 と 、
前 記 振 動 子 に 供 給 さ れ る 送 信 信 号 の 経 路 を 切 り 替 え る ス イ ッ チ と 、
前 記 ス イ ッ チ を 介 し て 送 信 信 号 を 前 記 振 動 子 に 供 給 す る Ｍ （ Ｍ ＜ Ｎ ） 個 の 送 信 器 と 、
前 記 送 信 器 と 同 一 の 本 体 に 収 納 さ れ 、 前 記 ス イ ッ チ お よ び 前 記 送 信 器 を 制 御 す る 制 御 部 と
、
前 記 送 信 器 か ら の 送 信 信 号 お よ び 前 記 制 御 部 か ら の 制 御 信 号 を 前 記 ス イ ッ チ へ 供 給 す る 結
合 ケ ー ブ ル と を 備 え 、
前 記 制 御 部 は 、 少 な く と も １ つ の 送 信 器 か ら の 送 信 信 号 が 複 数 の 振 動 子 に 供 給 さ れ る よ う
に 、 前 記 制 御 信 号 に よ り 前 記 ス イ ッ チ を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 送 波 器 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 制 御 部 は 、 前 記 ス イ ッ チ に よ り 送 信 信 号 の 経 路 を 切 り 替 え る た め の デ ー タ お よ び 前 記
送 信 器 か ら 出 力 さ れ る 送 信 信 号 の 遅 延 時 間 を 計 算 す る 遅 延 時 間 計 算 部 を 備 え る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 送 波 器 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 制 御 部 は 、 前 記 遅 延 時 間 計 算 部 か ら の 遅 延 時 間 を 受 け て 、 １ つ の 送 信 器 に 接 続 さ れ る
振 動 子 の 数 が 概 略 等 し く な る よ う に 前 記 ス イ ッ チ を 制 御 す る 遅 延 時 間 ソ ー ト 部 を 備 え る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 超 音 波 送 波 器 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 Ｎ 個 の 振 動 子 は Ｌ 個 の グ ル ー プ に 分 け ら れ 、 前 記 ス イ ッ チ は 、 前 記 Ｌ 個 の グ ル ー プ に
対 応 し て Ｌ 個 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 送 波 器 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 Ｎ 個 の 振 動 子 は Ｌ 個 の グ ル ー プ に 分 け ら れ 、 前 記 Ｍ 個 の 送 信 器 は Ｋ 個 の グ ル ー プ に 分
け ら れ 、 前 記 ス イ ッ チ は 、 前 記 送 信 器 の Ｋ 個 の グ ル ー プ に 対 応 し て Ｋ 個 ず つ の Ｌ 個 の グ ル
ー プ に 分 け ら れ 、 前 記 Ｌ 個 の グ ル ー プ そ れ ぞ れ に お け る 前 記 Ｋ 個 の ス イ ッ チ の 各 々 は 、 前
記 Ｌ 個 の グ ル ー プ の 振 動 子 に 並 列 接 続 さ れ 、 ま た 前 記 Ｋ 個 の い ず れ か の グ ル ー プ の 送 信 器
に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 送 波 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ２ 次 元 状 に 配 列 さ れ た 超 音 波 振 動 子 を 用 い た 超 音 波 送 波 器 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 超 音 波 送 波 器 は 、 超 音 波 診 断 装 置 の 超 音 波 プ ロ ー ブ と し て 、 圧 電 素 子 を マ ト リ ク ス
状 に 分 割 し 、 そ れ ら に 送 信 器 が 接 続 さ れ 、 各 振 動 子 を 別 個 に 励 振 制 御 す る こ と に よ り 超 音
波 ビ ー ム を ３ 次 元 的 に 送 波 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ６ ３ － ９ ９ ８ ４ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 従 来 の 超 音 波 送 波 器 に お い て は 、 振 動 子 の 数 と 送 信 器 の 数 が 同 数 で あ る た
め 、 振 動 子 の 数 が 増 え る に つ れ て 送 信 器 の 数 が 増 え 、 そ れ に よ り コ ス ト が 高 く な る と い う
問 題 が あ っ た 。 ま た 、 振 動 子 と 送 信 器 を 結 合 す る 信 号 線 の 数 も 増 え 、 信 号 線 を 束 ね た 結 合
ケ ー ブ ル が 太 く な り 、 柔 軟 性 に 乏 し く な る と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 か か る 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 振 動 子 の 数 に 比 べ 送
信 器 の 数 を 少 な く し て 低 コ ス ト 化 を 図 る と と も に 、 振 動 子 と 送 信 器 を 結 合 す る 結 合 ケ ー ブ
ル の 信 号 線 数 も 少 な く す る こ と で 、 結 合 ケ ー ブ ル を 細 く し そ の 柔 軟 性 を 向 上 さ せ た 超 音 波
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送 波 器 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 送 波 器 の 第 １ の 構 成 は 、 ２ 次 元 状 に 配 列
さ れ た Ｎ 個 の 振 動 子 と 、 振 動 子 に 供 給 さ れ る 送 信 信 号 の 経 路 を 切 り 替 え る ス イ ッ チ と 、 ス
イ ッ チ を 介 し て 送 信 信 号 を 振 動 子 に 供 給 す る Ｍ （ Ｍ ＜ Ｎ ） 個 の 送 信 器 と 、 送 信 器 と 同 一 の
本 体 に 収 納 さ れ 、 ス イ ッ チ お よ び 送 信 器 を 制 御 す る 制 御 部 と 、 送 信 器 か ら の 送 信 信 号 お よ
び 制 御 部 か ら の 制 御 信 号 を ス イ ッ チ へ 供 給 す る 結 合 ケ ー ブ ル と を 備 え 、 制 御 部 は 、 少 な く
と も １ つ の 送 信 器 か ら の 送 信 信 号 が 複 数 の 振 動 子 に 供 給 さ れ る よ う に 、 制 御 信 号 （ 遅 延 デ
ー タ Ｄ ） に よ り ス イ ッ チ を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 場 合 、 制 御 部 は 、 ス イ ッ チ に よ り 送 信 信 号 の 経 路 を 切 り 替 え る た め の デ ー タ お よ び 送
信 器 か ら 出 力 さ れ る 送 信 信 号 の 遅 延 時 間 を 計 算 す る 遅 延 時 間 計 算 部 を 備 え る こ と が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 第 １ の 構 成 に よ れ ば 、 振 動 子 の 数 に 比 べ 送 信 器 の 数 を 少 な く で き る の で 、 低 コ ス ト 化
を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 振 動 子 と 送 信 器 を 結 合 す る 信 号 線 の 数 も 少 な く す る こ と が で
き る の で 、 探 触 子 ケ ー ス と 本 体 と を 結 合 す る 結 合 ケ ー ブ ル を 細 く し そ の 柔 軟 性 を 向 上 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 送 波 器 の 第 ２ の 構 成 に お い て 、 制 御 部 は 、 遅 延 時 間 計 算 部 か ら
の 遅 延 時 間 を 受 け て 、 １ つ の 送 信 器 に 接 続 さ れ る 振 動 子 の 数 が 概 略 等 し く な る よ う に ス イ
ッ チ を 制 御 す る 遅 延 時 間 ソ ー ト 部 を 備 え る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 第 ２ の 構 成 に よ れ ば 、 上 記 第 １ の 構 成 に よ る 利 点 に 加 え て 、 特 定 の 送 信 器 に 多 数 の 振
動 子 が 接 続 さ れ る こ と が 回 避 さ れ 、 安 定 し た 振 動 子 の 駆 動 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 送 波 器 の 第 ３ の 構 成 に お い て 、 Ｎ 個 の 振 動 子 は Ｌ 個 の グ ル ー プ
に 分 け ら れ 、 ス イ ッ チ は 、 Ｌ 個 の グ ル ー プ に 対 応 し て Ｌ 個 設 け ら れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 第 ３ の 構 成 に よ れ ば 、 上 記 第 １ の 構 成 に よ る 利 点 に 加 え て 、 ス イ ッ チ １ 個 あ た り の 入
出 力 端 子 数 を 減 ら す こ と が で き る の で 、 回 路 の 集 積 化 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 送 波 器 の 第 ４ の 構 成 に お い て 、 Ｎ 個 の 振 動 子 は Ｌ 個 の グ ル ー
プ に 分 け ら れ 、 Ｍ 個 の 送 信 器 は Ｋ 個 の グ ル ー プ に 分 け ら れ 、 ス イ ッ チ は 、 送 信 器 の Ｋ 個 の
グ ル ー プ に 対 応 し て Ｋ 個 ず つ の Ｌ 個 の グ ル ー プ に 分 け ら れ 、 Ｌ 個 の グ ル ー プ そ れ ぞ れ に お
け る Ｋ 個 の ス イ ッ チ の 各 々 は 、 Ｌ 個 の グ ル ー プ の 振 動 子 に 並 列 接 続 さ れ 、 ま た Ｋ 個 の い ず
れ か の グ ル ー プ の 送 信 器 に 接 続 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 第 ４ の 構 成 に よ れ ば 、 ス イ ッ チ １ 個 あ た り の 入 出 力 端 子 数 を 減 ら す こ と が で き る の で
、 回 路 の 集 積 化 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 実 施 の 形 態 １ ）
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 超 音 波 送 波 器 の 一 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ に お い て 、 Ｎ 個 の 振 動 子 １ ～ １ ６ （ Ｎ ＝ １ ６ ） は ２ 次 元 状 に 配 列 さ れ 、 ス イ ッ チ １ ７
に 接 続 さ れ る 。 振 動 子 １ ～ １ ６ と ス イ ッ チ １ ７ は 探 触 子 ケ ー ス １ ８ に 収 納 さ れ る 。 ス イ ッ
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チ １ ７ は 、 結 合 ケ ー ブ ル １ ９ を 介 し て 、 Ｍ 個 の 送 信 器 ２ １ ～ ２ ８ （ Ｍ ＝ ８ ） と 制 御 部 ２ ９
に 接 続 さ れ 、 制 御 部 ２ ９ か ら の 制 御 信 号 に 従 っ て 送 信 器 １ ～ ２ ８ か ら 振 動 子 １ ～ １ ６ へ の
送 信 信 号 の 経 路 を 切 り 替 え る 。 送 信 器 ２ １ ～ ２ ８ と 制 御 部 ２ ９ は 本 体 ３ ０ に 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ２ は 、 図 １ の 制 御 部 ２ ９ の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ２ に お い て 、 遅 延 時 間 計 算 部 ２ ９ １ か ら の 出 力 信 号 は 、 ス イ ッ チ 制 御 部 ２ ９ ２ と 送 信 器
制 御 部 ２ ９ ３ に 供 給 さ れ る 。 ス イ ッ チ 制 御 部 ２ ９ ２ か ら の 出 力 信 号 は 、 結 合 ケ ー ブ ル １ ９
を 介 し て ス イ ッ チ １ ７ に 供 給 さ れ る 。 送 信 器 制 御 部 ２ ９ ３ か ら の 出 力 信 号 は 、 送 信 器 ２ １
～ ２ ８ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 送 波 器 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま ず 、 遅 延 時 間 計 算 部 ２ ９ １ は 、 各 振 動 子 １ ～ １ ６ を 駆 動 す る 送 信 信 号 で あ る 送 信 パ ル ス
の 遅 延 時 間 ｔ ｄ を 計 算 す る 。 次 に 、 遅 延 時 間 ｔ ｄ を 量 子 化 時 間 単 位 ｔ ｑ に よ り 整 数 化 し て
、 以 下 の 式 （ １ ） で 表 さ れ る 遅 延 デ ー タ Ｄ を 求 め る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
Ｄ ＝ ｔ ｄ ／ ｔ ｑ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 … （ １ ）
送 信 器 制 御 部 ２ ９ ３ は 、 遅 延 デ ー タ Ｄ と 量 子 化 時 間 単 位 ｔ ｑ を 送 信 器 ２ １ ～ ２ ８ に 送 る 。
一 例 と し て 、 送 信 器 ２ １ の 遅 延 デ ー タ Ｄ ＝ ０ 、 送 信 器 ２ ２ の 遅 延 デ ー タ Ｄ ＝ １ 、 送 信 器 ２
３ の 遅 延 デ ー タ Ｄ ＝ ２ 、 … の 様 に す る 。 次 に 、 ス イ ッ チ 制 御 部 ２ ９ ２ は 、 制 御 信 号 と し て
遅 延 デ ー タ Ｄ を ス イ ッ チ １ ７ へ 送 る 。 ス イ ッ チ １ ７ は 、 各 振 動 子 １ ～ １ ６ の 遅 延 デ ー タ Ｄ
に 基 づ き 、 各 振 動 子 １ ～ １ ６ と 送 信 器 ２ １ ～ ２ ８ を 結 び つ け る 。 こ の た め 、 少 な く と も 一
つ の 送 信 器 に は 複 数 の 振 動 子 が 接 続 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ２ 次 元 状 に 配 列 さ れ た １ ６ 個 の 振 動 子 １ ～ １ ６ す
べ て を ８ 個 の 送 信 器 ２ １ ～ ２ ８ に よ り 駆 動 す る こ と が で き る た め 、 低 コ ス ト で 超 音 波 ビ ー
ム を ３ 次 元 的 に 走 査 す る こ と が で き る 。 ま た 、 振 動 子 そ れ ぞ れ に 対 し て 送 信 器 を 設 け た 場
合 に 比 べ 、 信 号 線 の 数 を 少 な く す る こ と が で き る た め 、 探 触 子 ケ ー ス １ ８ と 本 体 ３ ０ の 間
の 結 合 ケ ー ブ ル １ ９ を 細 く す る こ と が で き 、 柔 軟 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ 実 施 の 形 態 ２ ）
図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 超 音 波 送 波 器 に お け る 制 御 部 ２ ９ の 内 部 構 成 を 示 す
ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 が 実 施 の 形 態 １ と 異 な る の は 、 制 御 部 ２ ９ の 構 成
に あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ３ に お い て 、 本 実 施 の 形 態 の 制 御 部 ２ ９ は 、 遅 延 時 間 計 算 部 ２ ９ １ と 、 ス イ ッ チ 制 御 部
２ ９ ２ と 、 送 信 制 御 部 ２ ９ ３ と 、 遅 延 時 間 ソ ー ト 部 ２ ９ ４ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 送 波 器 の 動 作 に つ い て 、 図 ３ に 加 え て 、 図 １ を 参 照
し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま ず 、 遅 延 時 間 計 算 部 ２ ９ １ は 、 各 振 動 子 １ ～ １ ６ を 駆 動 す る 送 信 信 号 で あ る 送 信 パ ル ス
の 遅 延 時 間 ｔ ｄ を 計 算 す る 。 次 に 、 遅 延 時 間 ソ ー ト 部 ２ ９ ４ は 、 遅 延 時 間 ｔ ｄ を 昇 順 、 あ
る い は 降 順 に な ら べ 、 さ ら に 一 つ の 送 信 器 に 接 続 さ れ る 振 動 子 の 数 が 概 略 等 し く な る よ う
に す る 。 振 動 子 の 数 Ｎ は １ ６ 、 送 信 器 の 数 Ｍ は ８ で あ る か ら 、 こ の 場 合 １ 個 の 送 信 器 に よ
り ２ 個 の 振 動 子 が 駆 動 さ れ る 。 遅 延 時 間 ソ ー ト 部 ２ ９ ４ は 、 遅 延 時 間 ｔ ｄ を ２ 個 ず つ 組 に
し 平 均 の 遅 延 時 間 ｔ ｄ を 求 め る 。 次 に 、 遅 延 時 間 ソ ー ト 部 ２ ９ ４ は 、 遅 延 時 間 ｔ ｄ を 量 子
化 時 間 単 位 ｔ ｑ に よ り 整 数 化 て 、 上 記 の 式 （ １ ） で 表 さ れ る 遅 延 デ ー タ Ｄ を 求 め る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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送 信 器 制 御 部 ２ ９ ３ は 、 遅 延 デ ー タ Ｄ と 量 子 化 時 間 単 位 ｔ ｑ を 送 信 器 ２ １ ～ ２ ８ に 送 る 。
次 に 、 ス イ ッ チ 制 御 部 ２ ９ ２ は 、 制 御 信 号 と し て 遅 延 デ ー タ Ｄ を ス イ ッ チ １ ７ へ 送 る 。 ス
イ ッ チ １ ７ は 、 各 振 動 子 １ ～ １ ６ の 遅 延 デ ー タ Ｄ に 基 づ き 、 各 振 動 子 １ ～ １ ６ と 送 信 器 ２
１ ～ ２ ８ を 結 び つ け る 。 こ こ で 、 遅 延 デ ー タ Ｄ の 値 が 同 じ 場 合 に は 、 ス イ ッ チ 制 御 部 ２ ９
２ は 異 な る 送 信 器 を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ２ 次 元 状 に 配 列 さ れ た １ ６ 個 の 振 動 子 １ ～ １ ６ す
べ て を ８ 個 の 送 信 器 ２ １ ～ ２ ８ に よ り 駆 動 す る こ と が で き 、 低 コ ス ト で 超 音 波 ビ ー ム を ３
次 元 的 に 走 査 で き る 。 ま た 、 振 動 子 そ れ ぞ れ に 対 し て 送 信 器 を 設 け た 場 合 に 比 べ 、 信 号 線
の 数 を 少 な く す る こ と が で き る た め 、 探 触 子 ケ ー ス １ ８ と 本 体 ３ ０ の 間 の 結 合 ケ ー ブ ル １
９ を 細 く す る こ と が で き 、 柔 軟 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 特 定 の 送 信 器 に 多
数 の 振 動 子 が 接 続 さ れ る こ と が 回 避 さ れ 、 安 定 し た 振 動 子 の 駆 動 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ 実 施 の 形 態 ３ ）
図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 超 音 波 送 波 器 の 一 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ４ に お い て 、 Ｎ 個 の 振 動 子 １ ～ １ ６ （ Ｎ ＝ １ ６ ） は ２ 次 元 状 に 配 列 さ れ 、 Ｌ 個 の グ ル ー
プ に 分 け ら れ る 。 本 実 施 の 形 態 で は Ｌ ＝ ４ と し た の で 、 振 動 子 は Ｎ ／ Ｌ ＝ １ ６ ／ ４ ＝ ４ 個
ず つ の グ ル ー プ に 分 け て い る 。 す な わ ち 、 振 動 子 １ ～ ４ は ス イ ッ チ １ ７ １ に 接 続 さ れ 、 振
動 子 ５ ～ ８ は ス イ ッ チ １ ７ ２ に 接 続 さ れ 、 振 動 子 ９ ～ １ ２ は ス イ ッ チ １ ７ ３ に 接 続 さ れ 、
振 動 子 １ ３ ～ １ ６ は ス イ ッ チ １ ７ ４ に 接 続 さ れ る 。 振 動 子 １ ～ １ ６ と ス イ ッ チ １ ７ １ ～ １
７ ４ は 探 触 子 ケ ー ス １ ８ に 収 納 さ れ る 。 ス イ ッ チ １ ７ １ ～ １ ７ ４ は 、 結 合 ケ ー ブ ル １ ９ を
介 し て 、 Ｍ 個 の 送 信 器 ２ １ ～ ２ ８ （ Ｍ ＝ ８ ） と 制 御 部 ２ ９ に 接 続 さ れ 、 制 御 部 ２ ９ か ら の
制 御 信 号 に 従 っ て 送 信 器 １ ～ ２ ８ か ら 振 動 子 １ ～ １ ６ へ の 送 信 信 号 の 経 路 を 切 り 替 え る 。
送 信 器 ２ １ ～ ２ ８ と 制 御 部 ２ ９ は 本 体 ３ ０ に 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 に 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 送 波 器 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま ず 、 制 御 部 ２ ９ は 、 遅 延 デ ー タ Ｄ と 量 子 化 時 間 単 位 ｔ ｑ を 送 信 器 ２ １ ～ ２ ８ に 送 る 。 一
例 と し て 、 送 信 器 ２ １ の 遅 延 デ ー タ Ｄ ＝ ０ 、 送 信 器 ２ ２ の 遅 延 デ ー タ Ｄ ＝ １ 、 送 信 器 ２ ３
の 遅 延 デ ー タ Ｄ ＝ ２ 、 … の 様 に す る 。 次 に 、 制 御 部 ２ ９ は 、 遅 延 デ ー タ Ｄ を ス イ ッ チ １ ７
１ ～ １ ７ ４ へ 送 る 。 ス イ ッ チ １ ７ １ ～ １ ７ ４ は 、 各 振 動 子 １ ～ １ ６ の 遅 延 デ ー タ Ｄ に 基 づ
き 、 各 振 動 子 １ ～ １ ６ と 送 信 器 ２ １ ～ ２ ８ を 結 び つ け る 。 こ の た め 、 少 な く と も １ つ の 送
信 器 に は 複 数 の 振 動 子 が 接 続 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ２ 次 元 状 に 配 列 さ れ た 振 動 子 １ ～ １ ６ す べ て を 送
信 器 ２ １ ～ ２ ８ に よ り 駆 動 す る こ と が で き る た め 、 低 コ ス ト で 超 音 波 ビ ー ム を ３ 次 元 的 に
走 査 す る こ と が で き る 。 ま た 、 振 動 子 そ れ ぞ れ に 送 信 器 を 設 け た 場 合 に 比 べ 、 信 号 線 の 数
を 少 な く す る こ と が で き る た め 、 探 触 子 ケ ー ス １ ８ と 本 体 ３ ０ の 間 の 結 合 ケ ー ブ ル １ ９ を
細 く す る こ と が で き 、 柔 軟 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ス イ ッ チ １ 個 あ た り の
入 出 力 端 子 数 を 減 ら す こ と が で き る の で 、 回 路 の 集 積 化 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 Ｎ 個 の 振 動 子 を Ｌ 個 の グ ル ー プ に 均 等 に 同 じ 個 数 毎 に 配 置 し た
が 、 割 り 切 れ な い 場 合 な ど は 、 グ ル ー プ 間 で 若 干 振 動 子 数 が 異 な っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ 実 施 の 形 態 ４ ）
図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に 係 る 超 音 波 送 波 器 の 一 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ５ に お い て 、 Ｎ 個 （ Ｎ ＝ １ ６ ） の 振 動 子 １ ～ １ ６ は ２ 次 元 状 に 配 列 さ れ 、 Ｌ ＝ ４ 個 ず つ
の グ ル ー プ に 分 け ら れ る 。 Ｌ 個 の 振 動 子 １ ～ ４ に 対 し て Ｋ 個 （ Ｋ ＝ ２ ） の ス イ ッ チ １ ８ １
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と １ ８ ２ が 並 列 接 続 さ れ 、 Ｌ 個 の 振 動 子 ５ ～ ８ に 対 し て Ｋ 個 （ Ｋ ＝ ２ ） の ス イ ッ チ １ ８ ３
と １ ８ ４ が 並 列 接 続 さ れ 、 Ｌ 個 の 振 動 子 ９ ～ １ ２ に 対 し て Ｋ 個 （ Ｋ ＝ ２ ） の ス イ ッ チ １ ８
５ と １ ８ ６ が 並 列 接 続 さ れ 、 Ｌ 個 の 振 動 子 １ ３ ～ １ ６ に 対 し て Ｋ 個 （ Ｋ ＝ ２ ） の ス イ ッ チ
１ ８ ７ と １ ８ ８ が 並 列 接 続 さ れ る 。 振 動 子 １ ～ １ ６ と ス イ ッ チ １ ８ １ ～ １ ８ ８ は 探 触 子 ケ
ー ス １ ８ に 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
Ｍ 個 の 送 信 器 ２ １ ～ ２ ８ （ Ｍ ＝ ８ ） は 、 Ｋ ＝ ２ 個 ず つ の グ ル ー プ 、 す な わ ち 送 信 器 ２ １ ～
２ ４ の グ ル ー プ と 送 信 器 ２ ５ ～ ２ ８ の グ ル ー プ に 分 け ら れ る 。 ス イ ッ チ １ ８ １ 、 １ ８ ３ 、
１ ８ ５ 、 １ ８ ７ は 、 結 合 ケ ー ブ ル １ ９ を 介 し て 、 送 信 器 ２ ５ ～ ２ ８ と 制 御 部 ２ ９ に 接 続 さ
れ る 。 一 方 、 ス イ ッ チ １ ８ ２ 、 １ ８ ４ 、 １ ８ ６ 、 １ ８ ８ は 、 結 合 ケ ー ブ ル １ ９ を 介 し て 、
送 信 器 ２ １ ～ ２ ４ と 制 御 部 ２ ９ に 接 続 さ れ る 。 送 信 器 ２ １ ～ ２ ８ と 制 御 部 ２ ９ は 本 体 ３ ０
に 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
次 に 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 送 波 器 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま ず 、 制 御 部 ２ ９ は 、 遅 延 デ ー タ Ｄ と 量 子 化 時 間 単 位 ｔ ｑ を 送 信 器 ２ １ ～ ２ ８ に 送 る 。 一
例 と し て 、 送 信 器 ２ １ の 遅 延 デ ー タ Ｄ ＝ ０ 、 送 信 器 ２ ２ の 遅 延 デ ー タ Ｄ ＝ １ 、 送 信 器 ２ ３
の 遅 延 デ ー タ Ｄ ＝ ２ 、 … の 様 に す る 。 次 に 、 制 御 部 ２ ９ は 、 遅 延 デ ー タ Ｄ を ス イ ッ チ １ ８
１ ～ １ ８ ８ へ 送 る 。 ス イ ッ チ １ ８ １ ～ １ ８ ８ は 、 各 振 動 子 １ ～ １ ６ の 遅 延 デ ー タ Ｄ に 基 づ
き 、 各 振 動 子 １ ～ １ ６ と 送 信 器 ２ １ ～ ２ ８ を 結 び つ け る 。 こ の た め 、 少 な く と も 一 つ の 送
信 器 に は 複 数 の 振 動 子 が 接 続 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ２ 次 元 状 に 配 列 さ れ た 振 動 子 １ ～ １ ６ す べ て を 送
信 器 ２ １ ～ ２ ８ に よ り 駆 動 す る こ と が で き る た め 、 低 コ ス ト で 超 音 波 ビ ー ム を ３ 次 元 的 に
走 査 す る こ と が で き る 。 ま た 、 振 動 子 そ れ ぞ れ に 送 信 器 を 設 け た 場 合 に 比 べ 、 信 号 線 の 数
を 少 な く す る こ と が で き る た め 、 探 触 子 ケ ー ス １ ８ と 本 体 ３ ０ の 間 の 結 合 ケ ー ブ ル １ ９ を
細 く す る こ と が で き 、 柔 軟 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ス イ ッ チ １ 個 あ た り の
入 出 力 端 子 数 を 減 ら す こ と が で き る の で 、 回 路 の 集 積 化 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 振 動 子 の 数 に 比 べ 送 信 器 の 数 を 少 な く し て 低 コ ス
ト 化 を 図 る と と も に 、 振 動 子 と 送 信 器 を 結 合 す る 結 合 ケ ー ブ ル の 信 号 線 数 も 少 な く す る こ
と で 、 結 合 ケ ー ブ ル を 細 く し そ の 柔 軟 性 を 向 上 さ せ た 超 音 波 送 波 器 を 提 供 す る こ と が 可 能
に な る 、 と い う 格 別 な 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 超 音 波 送 波 器 の 一 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 図 １ の 制 御 部 ２ ９ の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 超 音 波 送 波 器 に お け る 制 御 部 の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ
ッ ク 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 超 音 波 送 波 器 の 一 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に 係 る 超 音 波 送 波 器 の 一 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 符 号 の 説 明 】
１ ～ １ ６ 　 振 動 子
１ ７ 、 １ ７ １ ～ １ ７ ４ 、 １ ８ １ ～ １ ８ ８ 　 ス イ ッ チ
１ ８ 　 探 触 子 ケ ー ス
１ ９ 　 結 合 ケ ー ブ ル
２ １ ～ ２ ８ 　 送 信 器
２ ９ 　 制 御 部
２ ９ １ 　 遅 延 時 間 計 算 部
２ ９ ２ 　 ス イ ッ チ 制 御 部
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２ ９ ３ 　 送 信 器 制 御 部
２ ９ ４ 　 遅 延 時 間 ソ ー ト 部
３ ０ 　 本 体

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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